
病害虫注意報
2018年4月作成※農薬の使用はラベルの記載に従ってください。

ミニトマト編

温度
発育日数（日）

卵 幼虫～若虫 合計

15℃ 8.3 8.8 17.1

25℃ 3.1 2.4 5.5

30℃ 2.2 2.4 4.6

光沢のある葉裏

25℃では、ﾒｽの比率は約7割で、約25日の寿命中

に１ﾒｽあたり約50卵産みます！
たった5日で卵～成虫に！

極めて微小で、目には見えない害虫です。気象条件も良く、生育が旺盛に
なり作業管理に追われるこの時期によく目にします。発生に注意して
予防散布を心がけていきましょう！

先月に引き続き！

新成分アルギニン配合で
さらに吸肥力UP！

おすすめは、
2週間おき3回以上！

Wキレート化でカルシウム
の吸収性を向上！

おすすめは、
10日～14日おき！

展着剤代わりにも！

有機酸

トレハロース

Ca

登録内容変更情報

※使用時期変更！

収穫開始14日前まで

使用時期/収穫前日まで

ご注意ください！

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 ﾄﾏﾄｻﾋﾞﾀﾞﾆ
ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

マッチ乳剤
2,000～3,000倍 前日/2回 ﾊﾁ1日

※ｺﾅｼﾞﾗﾐ類・ﾄﾏﾄｻﾋﾞﾀﾞﾆ・ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏは2,000倍
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳは3,000倍

マイトコーネフロアブル
1,000倍 前日/1回 ﾊﾁ1日

ﾄﾏﾄｻﾋﾞﾀﾞﾆ
ﾊﾀﾞﾆ類

ﾄﾏﾄｻﾋﾞﾀﾞﾆ ｺﾅｼﾞﾗﾐ類
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類、ﾊﾀﾞﾆ類

うどんこ病

コロマイト乳剤
1,500倍 前日/2回 ﾊﾁ1日

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類
ﾄﾏﾄｻﾋﾞﾀﾞﾆ
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

サンクリスタル乳剤 300~600倍 前日/-回 ﾊﾁ0日
※ｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ｱﾌﾞﾗﾑｼ類は300倍

混用注意・ｽﾄﾛﾋﾞﾙﾘﾝ系の剤との近接散布不可（前後２週間）

暖かくなり、コナジラミ類等の害虫の活動も活発になります。早めの対策を行っていきましょう！

くすんだ褐色の茎

http://3.bp.blogspot.com/-z-FOW_Nmz3U/UgSL7ZQKXTI/AAAAAAAAW30/X8gSSTdLYC4/s800/flower_tulip.png
http://2.bp.blogspot.com/-C8pbxNduVcU/UnXnFx_rzWI/AAAAAAAAaHM/OC_5lB_M_w8/s800/mushi_tentoumushi.png

